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戦
後
恩
納
村
の
流
弾
事
件

　
２
０
１
７
年
４
月
18
日
の
地
元
紙
の
一
面
を
「
流
弾
、

ゲ
ー
ト
か
ら
１
０
０
m
／
タ
ン
ク
、
車
に
４
ヶ
所
痕
跡
　

恩
納
・
安
富
祖
」
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
記
事
が
占
め

ま
し
た
。
事
件
か
ら
一
年
半
た
っ
た
現
在
も
な
お
米
軍
演

習
場
で
は
訓
練
が
続
け
ら
れ
、
銃
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

戦
後
、
村
民
の
く
ら
し
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
基
地
か

ら
生
み
出
さ
れ
た
被
害
に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

〈
演
習
場
接
収
〉

　
戦
後
、
荒
廃
し
た
地
域
の
復
興
、
住
宅
再
建
で
必
要
と

な
っ
た
木
材
を
切
り
出
し
、
日
々
の
生
活
物
資
と
し
て
の

薪
を
採
る
作
業
で
、
多
く
の
住
民
が
恩
納
岳
に
入
り
ま
し

た
。

「
ま
だ
フ
ェ
ン
ス
も
な
か
っ
た
か
ら
、
山
仕
事
で
毎
日
、
薪

を
取
り
に
行
っ
た
よ
。
毎
日
、
米
軍
の
銃
声
が
聞
こ
え
る

方
向
を
見
極
め
て
、
音
が
し
な
い
反
対
側
で
作
業
し
て
た

よ
」
と
い
う
た
い
へ
ん
危
険
な
状
態
で
当
時
恩
納
岳
に
入
っ

た
方
の
証
言
も
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
戦
後
の
建
て

直
し
を
図
る
中
、
１
９
５
０
年
４
月
に
恩
納
岳
を
中
心
と

す
る
村
有
地
が
軍
用
地
に
接
収
さ
れ
ま
す
。
戦
後
の
産
業

復
興
と
し
て
恩
納
区
で
は
恩
納
岳
ふ
も
と
の
肥
沃
な
大
地

に
お
茶
が
植
え
ら
れ
、
茶
園
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
１

９
６
０
年
２
月
11
日
米
軍
の
演
習
に
よ
り
山
火
事
が
発
生

し
、
こ
の
火
災
に
よ
り
茶
園
も
大
き
な
被
害
を
う
け
廃
園

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

〈
繰
り
返
さ
れ
る
事
件
〉

　
１
９
６
６
年
10
月
27
日
、
南
恩
納
区
の
住
宅
の
台
所
へ

の
流
弾
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
け
が
人
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
重
大
な
事
件
と
し
て
米
国
民
政

府
、
警
察
に
連
絡
し
、
現
場
状
況
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

１
９
５
７
年
か
ら
こ
の
事
件
ま
で
に
40
件
に
及
ぶ
事
件
が

発
生
し
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
度
重
な
る
事
件
に
対
し

て
、
戦
後
初
め
て
の
流
弾
事
件
抗
議
村
民
大
会
を
南
恩
納

の
現
地
で
開
き
ま
し
た
。

〈
全
容
解
明
で
き
な
い
事
件
〉

　
抗
議
大
会
か
ら
50
年
あ
ま
り
た
っ
た
２
０
１
７
年
４
月
、

冒
頭
で
述
べ
た
人
命
に
関
わ
る
重
大
な
事
件
が
安
富
祖
で

発
生
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
ハ
ン
セ
ン
内
の
安
富
祖
ダ
ム

建
設
工
事
現
場
で
車
両
と
水
タ
ン
ク
が
破
損
し
、
付
近
で

銃
弾
ら
し
き
も
の
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
現
場
は
基
地
境

界
の
ゲ
ー
ト
か
ら
水
タ
ン
ク
ま
で
約
１
０
０
m
、
工
事
車

両
ま
で
約
３
０
０
m
、
安
富
祖
集
落
か
ら
は
約
４
０
０
m

し
か
離
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
村
議
会
で
は
全
容
解
明

へ
向
け
、
米
軍
か
ら
の
状
況
報
告
を
強
く
求
め
、
昨
年
11

月
に
米
軍
か
ら
の
報
告
を
う
け
ま
し
た
。
事
件
発
生
直
後

に
は
「
現
場
周
辺
演
習
で
使
用
し
て
い
る
銃
弾
で
は
な
い
」

（
米
軍
訓
練
施
設
管
理
事
務
所
）
と
の
報
告
が
あ
っ
た
も
の

の
、
弾
丸
は
長
射
程
の
も
の
で
、
海
兵
隊
員
が
長
距
離
射

撃
訓
練
で
使
用
す
る
も
の
と
同
じ
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

米
軍
に
対
し
て
、
予
防
策
の
報
告
、
基
地
へ
の
立
ち
入
り

調
査
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
の
意
見
書
を
村
議

会
か
ら
提
案
し
ま
し
た
。
一
方
で
事
件
の
解
明
へ
む
け
米

軍
側
に
米
軍
が
回
収
し
た
銃
弾
の
提
供
な
ど
を
求
め
た
も

の
の
、
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
７
年
12
月
19
日
、

日
米
両
政
府
、
関
係
機
関
に
抗
議
、
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
が
、
抜
本
的
な
改
善
点
は
示
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現

行
の
日
米
地
位
協
定
、
刑
事
特
別
法
は
米
軍
提
供
区
域
内

で
の
射
撃
訓
練
が
被
弾
の
原
因
だ
っ
た
場
合
、
第
一
次
裁

判
権
は
米
側
に
あ
り
、
米
軍
財
産
に
対
す
る
捜
索
や
差
し

押
さ
え
な
ど
に
は
米
軍
の
同
意
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
結
果
、
被
疑
者
不
詳
で
書
類
送
検
さ
れ
、
全
容

解
明
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
安
富
祖
の
事
件
か
ら
一
年
あ
ま
り
経
っ
た
今
年
６
月
名

護
市
数
久
田
に
お
い
て
も
流
弾
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

米
軍
か
ら
の
も
の
か
ど
う
か
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、

事
件
か
ら
４
ヶ
月
近
く
が
た
ち
ま
す
が
、
事
件
の
解
明
に

は
程
遠
い
状
況
と
い
え
ま
す
。

〈
二
度
と
事
件
を
起
さ
せ
な
い
た
め
に
〉

「
ぼ
く
の
学
校
は
　平
和
世
っ
て
い
え
る
？

　バ
ン
バ
ン
と
え
ん
し
ゅ
う
・
た
ま
の
音
だ
」

　
平
和
学
習
の
一
貫
で
あ
る
「
平
和
の
琉
歌｣

作
り
の
中
で
、

毎
日
銃
声
を
聞
き
な
が
ら
学
校
生
活
を
送
る
児
童
が
思
い

を
こ
め
た
琉
歌
で
す
。
静
か
な
環
境
の
中
で
学
習
環
境
を

つ
く
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
引
続
き
、
米
軍
に

事
件
の
徹
底
究
明
と
再
発
防
止
の
根
本
的
具
体
策
を
強
く

も
と
め
、村
民
一
人
ひ
と
り
が
関
心
を
持
ち
、生
命
の
安
全
、

生
活
を
脅
か
す
問
題
に
向
き
合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

（
瀬
戸
隆
博
）

〜
安
富
祖
流
弾
事
件
か
ら
一
年
半
〜

（
参
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文
献
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○
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光
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０
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７
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実
弾
射
撃
演
習
反
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・

　
恩
納
村
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き
て
米
軍
演
習

　
許
ち
な
ら
ん
む
ら
を
守
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恩
納
村
民
の
闘
い
」

　
１
９
９
０
年

○
刑
特
法
被
告
を
支
え
る
市
民
の
会
編
「
沖
縄
は
訴

　
え
る
キ
セ
ン
バ
ル
の
火
」
１
９
７
８
年

○
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会
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よ
り
１
３
２
号
（
２
０
１
７
年
５
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１
３
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号
（
２
０
１
８
年
２
月
）

小銃弾が恩納小学校の路上に落下
機銃弾が喜瀬武原小中学校に落下
砲弾が安富祖の北方の原野に落下
機銃弾が安富祖の民家の窓をぶちぬき、そ
の後別の機銃弾が民家の茶ダンスをぶちぬ
く
戦車砲により民家のブロック塀が破損
戦車から発射された砲弾が空中で爆発し、
金武村字金武、恩納村喜瀬武原の民家の屋
根にその破片が落下
瀬良垣の国道 58 号をタクシーが走行中、
機関銃の弾丸が右側面を貫通

抗議文（要約）
昭和 41 年 10 月 27 日午後９時 30 分、南恩納、佐
渡山安政氏宅地内に発生した演習地からの流弾不祥
事件は、私達恩納村民にとって、誠に重大な問題で
ある。昭和 32 年以降、今日まで、40 件に及ぶ流弾
事件の発生に見まわれ、村民は恐怖と不安の連続に、
大きな人権問題、社会問題として村民はもとより、
世論は絶対これを許さないであろう。流弾事件も単
に補償すればよいということではない。今後いかな
る理由にせよ、このような事件が発生しないよう厳
重に抗議するため流弾事故抗議恩納村民大会を南恩
納公民館前広場で開催する。

要請決議
(1) 銃砲撃の目標を変更すること。
(2) 射撃場を移動すること。
(3) 防止対策の内容について、詳細に知らすこと。

流弾事故抗議恩納村民大会（1966 年　南恩納）

この 100m奥で流弾が発見された（安富祖） 県道 104 号線側から撮影した演習場　

小銃弾が恩納小学校の路上に落下

機銃弾が喜瀬武原小中学校に落下

砲弾が安富祖の北方の原野に落下

機銃弾が安富祖の民家の窓をぶちぬき、その
後別の機銃弾が民家の茶ダンスをぶちぬく

戦車砲により民家のブロック塀が破損

戦車から発射された砲弾が空中で爆発し、金
武村字金武、恩納村喜瀬武原の民家の屋根に
その破片が落下
瀬良垣の国道 58 号をタクシーが走行中、機
関銃の弾丸が右側面を貫通
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